
  

とちぎ米産地だより 【7月号】 
＜25年産のとちぎ米に関する情報をいち早くお届けします！＞ 

栃木県では稲が最高分げつ期を迎えています！ 
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１． とちぎ米生長日記 

２.  全農イベント情報 

 ＪＡしおのや管内の矢板市玉田地区では、毎年品種の違う稲を
植えて田に文字や模様を描く水田アートを作成しています。今年
も玉田の環境を良くする会と玉田集落営農組合が中心となり、近
隣地域や首都圏から玉田集落の取組みを応援している多くの人
達や、デンマークとスリランカからの留学生らも『玉田の水田アート
田植え祭り』に参加しました！ 
 （左）写真のように、田んぼには事前に下書きラインが引いてあり、
ラインに沿って苗を植えて行きます。快晴で暑いくらいの日差しの
中でしたが、みんなで力を合わせて田植えをしたので、一時間ほ
どで終了しました！泥んこの冷たい感触が気持ちよい田んぼに
入って、田植えを楽しみました。 

●玉田の水田アート田植え祭り ６/９（日） 

写真：ＪＡはが野管内 芳賀町 圃場にて 
（６月２１日（金）撮影） 

★過去の田んぼアート 

 ７年目となる今年は
左の絵の『馬』を描きま
した。玉田には生駒神
社があり、かつては馬
の往来で賑わっていた
ためこの馬をイメージ
したそうです。 

 （左）ピユミさん（スリランカ出身）： 
田植えは初めての経験で、足が抜けなくなって大変でした！！ 

（右）ヨセフィーヌさん（デンマーク出身）： 
作り方も知らなかったので、お米を作るのは大変だなと思いました。 

例年玉田では、文字や絵の縁取りを「古代米」、縁内は「赤もち」
を使用し、色や草丈の違いを利用して作成します。  秋には

くっきりと水田アートが見えるようになります。 

●生育状況（６月２１日現在） 
   平年よりも生育は４日程度進んでいます。 
 
  ・草丈は長い 
  ・茎数はやや少なめ（必要茎数は確保済） 
  ・葉色は平年より色落ちが遅くなる見込み 

平年よりも生育は４日程度進んでいます。 

最高分げつ期とは茎の数が最も多い時期のことです。 

葉色は徐々に淡くなり、このあと余分な茎が枯れていきます。 
幼穂形成期にも入り、これから穂がどんどん大きくなっていきます。 
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※ 問合せ先  ※ 

◆内容に関する、ご意見、ご質問、ご感想も、是非、お寄せください。 
ＪＡ全農とちぎ 米穀課 電話：０２８－６２６－２１７４ ＦＡＸ：０２８－６２１－２０３７ 
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４.  とちぎ米産地紹介② 

★塩谷町の源氏蛍 

蛍が住む町  ～塩谷町～ 

 綺麗な水に生息すると言われる蛍ですが、上記の名水・尚仁沢が位置する塩谷町でも観ることができ、
町認定の『塩谷の源氏蛍を守る会』によって自然環境の保護活動も行われています。 

３． とちぎ米産地紹介① 名水百選の産地  ～尚仁沢湧水～ 

 栃木県の「尚仁沢湧水」は、昭和60年に環境庁（現・環境省）の名
水百選に選定され、また平成9年には全国37都道府県から集めら
れたおいしい水の中で全国第一位の認定を受けた名水です。 

 尚仁沢はＪＡしおのや管内の塩谷町・高原山の中腹に位置し、付
近一帯は樹齢数百年にも及ぶ原生林に覆われています。十数カ
所から湧き出る清冽なる湧水の水量は日量65,000ｔと豊富で、四
季を通じて水温が１１℃前後と一定しており、冬でも渇水や凍結す
ることなく動植物に豊かな潤いを与えてくれます。 

 町で給水スタンドを設置し、業者向けに販売を実施しています。また、一般の訪問客の方向けには、尚仁
沢湧水近く東荒川ダムのほとりに「名水パーク」が設置されています。 

 この豊かな名水の地で、美味しいとちぎ米も生産されております！！ 

 ◆尚仁沢名水パーク（東荒川ダム親水公園）尚仁沢はーとらんど内 

    〒３２９－２２１６ 栃木県塩谷郡塩谷町大字上寺島１６１８－４    電話 ０２８７－４１－１０８０ 

●源氏蛍の生態● 

 日本には４０種以上の蛍が生息しておりますが、保護活動の対象
となっているゲンジホタルは、一生の大半（約９カ月間）を水中で暮
らすため、水ボタルとも呼ばれます。唯一日本の固有種、天然記念
物にしている地方もある蛍です。 

 しかしながら、ゲンジホタルが卵から成虫となって飛び立つことが
できるのは１％以下！生存率がとても低い要因は餌にあります。幼
虫の頃の餌はカワニナという中型の巻き貝のみで、それ以外の貝や
餌を食べてしまうとアレルギー症状により飛べなくなったり光らなく
なったりしてしまうそうです。 

 そんなカワニナが生息できるのは、珪藻という藻が生えている綺
麗な水の中であることから、ゲンジホタルが観られるのは綺麗な水
辺だけなのです。 

          ゲンジホタルは６月上旬～７月上旬  （因みにヘイケホタルは７月中旬～） 

  時間は夜８時半頃～、湿度が高い所を好んで飛び、夜間の気温が１８℃くらいが見頃です！！ 

蛍の見
頃 


